
山
東
京
伝
「
山
東
京
伝
書
簡
」（『
曲
亭
来
簡
集
』
２
）

雨
故
少
々
残
暑
去
候
様

存
候
。
益
御
康
健
御
座
被
遊

恭
悦
奉
存
候
。
然
は

正
字
通

一
冊

長
々
拝
借
仕
置
難
謝

尽
奉
存
候
。
今
日
返
上
仕
候
。

御
落
手
被
遊
可
被
下
候
。
且
又

度
々
わ
つ
ら
は
し
く
相
願
、
恐
入

候
得
共
、

史
記
始
皇
紀

一
冊

右
拝
借
仕
度
候
。
先
達
而
は

御
本
箱
あ
き
か
ね
候
よ
し
、

其
節
も
御
手
を
尽
し
被
下

候
よ
し
、
御
厚
志
多
謝
奉
存
候
。

御
子
息
様
御
旅
行
に
も

さ
そ

〱
御
物
入
等
も
あ
る
へ
き
に
、
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よ
く
御
手
廻
し
被
遊
感
入
候
、 

私
な
と
い
つ
も
一
舛
の
ふ
く
へ
の
う
ち
、 

減
し
候
と
も
増
り
は
不
仕
、
わ
つ
ら
は
し
き
事 

の
み
に
て
御
座
候
。 

あ
ま
り
御
他
行
不
被
遊■

■

（
破
損
）

よ
し
、 

御
尤
奉
存
候
。
私
な
と
も
近■

■

（
破
損
） 

耳
目
心
気
と
も
に
漸
々
お
と
ろ
へ 

候
様
に
て
、
著
述
な
と
の
心
は 

少
し
も
な
く
候
得
と
も
、
こ
れ
も
せ
ね
は 

な
ら
ぬ
せ
つ
な
し
業
と
存
候
へ
は
、 

ま
す

〱
い
や
に
相
成
候
。
好
古
の 

癖
故
、
随
筆
な
と
は
少
し 

た
の
し
み
に
も
相
成
候
へ
と
も
、
こ
れ
は 

手
間
斗
り
懸
り
て
、
か
へ
つ
て
嚢 

中
の
た
め
あ
し
く
、
両
様
よ
き 

事
は
と
か
く
無
御
座
候
。
若
年
の 

比
老
後
を
お
も
は
す
、
苦
行
せ
さ
り 

し
を
後
悔
の
み
仕
候
。
身
体 



お
と
ろ
へ
て
は
何
事
も
心
に
ま
か
せ
す
候
。 

老
兄
な
と
は
お
子
様
方
も
多
く 

お
持
被
成
候
へ
は
、
御
老
後
の
御
た
の
し
み
も 

多
と
存
候
。
御
保
養
専
一
に
被
遊
、 

御
長
寿
之
御
手
段
可
被
遊
候
。 

私
な
と
は
子
な
き
事
第
一
の 

後
悔
に
て
御
座
候
。
か
く
楽
屋
を 

御
は
な
し
申
上
候
人
は
外
に
な
き
ゆ
ゑ
、 

お
ほ
え
す
な
か
事 

心
や
り
の
み
に
て
御
座
候
。 

時
分
か
ら
御
繁
用
と
存
候
へ
は 

御
返
書
に
不
及
、
く
れ

〱
も
御
と
め
申
上
候
、 

少
し
涼
気
に
相
成
候
は
ゝ 

参
上
、
万
々
可
申
上
候
。
頓
首 

曲
亭
先
生 

 
 
 

京
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